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健康スポーツ医を組織化し、名簿を公表し、種々の要望に答えている事例等を紹介する。 

 

１．秋田県医師会 

秋田県医師会では理事会の承認の基、ホームページに認定健康スポーツ医名簿を掲載することに

なり、個人の掲載許可の意志確認作業中である。掲載完了後は、県民からの問い合わせや、各種大

会への協力、講演依頼等に応える事で活躍の場を拡げたいと考えている。依頼は、県医師会にお願

いするか、ホームページで検索し直接交渉していただくようにする予定である。 

 

２．スポーツ医学研究会の事例（秋田県スポーツ医学研究会） 

   平成 6 年から秋田県スポーツ医学研究会（資料１）を組織化し、年 1 回開催し、平成 25 年度で

20 回を数える。また、平成 16 年からは、年 1 回「スポーツ医・科学セミナー」を一般の方々を対

象に行ってきた。平成 25 年度は 188 名の会員がおり、日本体育協会公認スポーツドクター、日本

整形外科学会認定スポーツ医、日本医師会認定健康スポーツ医は全員入会しており、秋田県医師会

から助成金が毎年 20 万円支給されている。また、秋田県体育協会スポーツ医学委員会に依頼され、

国体帯同ドクターや各種医療班や医事委員はこの研究会から選ぶのを原則として活躍の場を確保

している。また秋田放送（ＡＢＳラジオ）「みんなの健康」の番組中「スポーツと健康」コーナー

ではスポーツ医学研究会の幹事が分担し担当している。具体的には幹事自身が出演するか、幹事が

スポーツドクターを選定し出演していただいている。 

 

 ３．千葉県医師会 

平成 23 年に千葉県医師会の会員で日本医師会認定健康スポーツ医の資格を持つ医師にアンケー

トを取り、公開することに了承を得られた医師の氏名、医療機関、標榜科目、（治療対象として）

得意とするスポーツ等を掲載した名簿を作った。現在、この名簿を千葉県内の学校を中心に配布し

ている。また、昨年は高等学校体育連盟が作成した、体育の指導者を対象とした指導用の冊子にこ

の名簿を掲載してもらった。スポーツ医の活用は、大変重要なテーマであるにもかかわらず社会に

浸透していない現状がある。私の考えをまとめたものを昨年の千葉県医師会雑誌巻頭言に書いた。

（千葉県医師会学校保健担当理事 森本浩司） 
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資料１ 秋田県スポーツ医学研究会会則 
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 ４．長崎県医師会 

   長崎県医師会では、長崎県民を対象として「健康・体力相談事業」を長崎県立総合体育館スポー

ツ科学管理棟で行い、この事業に長崎県医師会スポーツ医部会が全面的に参画協力している（平成

24 年 3 月 健康スポーツ医学委員会答申 国民がスポーツを通じて健康づくりのできる体制の整

備 ｐ.80 参照）。 

   スポーツ団体から長崎県医師会長あてのスポーツ医出動依頼のフォームを作成している（資料

２）。 

 

資料２ 県医師会に対するスポーツ医派遣依頼書の例（長崎県医師会） 
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資料３ 尼崎市スポーツ医会会則 
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